本村の教育目標
《教育理念》
　今帰仁村教育委員会は、「教育基本法に示された人間尊重の精神、個性の尊重を基本とし、さらに、「公共の精神」や「伝統と文化の創造」を目指し、生涯学習の観点に立って、郷土の自然と文化に誇りを持ち、自主性・創造性・国際性に富む人材の育成と文化・スポーツの振興を期す。」との理念に立ち、次のことを目標に教育施策を推進する。
《学校教育》
　自ら学ぶ意欲と態度を育て、学力の向上を目指すとともに、豊かな心と生きる力を育み、自らの個性を生かし、社会の変化に主体的に対応できる能力や創造性を持つ、幼児児童生徒を育成する。
 《村民教育》
　郷土の自然と文化を愛し、平和で安らぎと活力ある社会の建設に貢献する創造性・国際性に富む「豊かな心でたくましく生きる村民」を育成する。
《生涯学習》
　学校・家庭・地域社会の相互連携のもとに、時代の変化に対応し得る教育の方法を追究し、生涯学習社会を推進する。
平成27年度～平成36年度
教　育　主　要　施　策
　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ⅰ　学校教育の充実
　  Ⅱ　国際化・情報化への対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　青少年の健全育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　社会教育の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅴ　生涯学習の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅵ　スポーツの振興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅶ　文化の振興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅷ　教育行政の充実
Ⅰ　学校教育の充実
　学校は幼児児童生徒の発達の状況を踏まえて、組織的・計画的・継続的な教育を行い、幼児児童生徒の発達を促すという特質をもっている。このような学校教育の特質を念頭に、系統性のある教育課程を編成し、それぞれの教育課題の実現を目指していくことは極めて重要なことである。その具体的な実現に当たっては、幼児児童生徒が自分の興味・関心のあることにじっくり取り組み、個性や特性を伸長し、伸び伸びと過ごせる楽しい学校づくりに努めなければならない。また、幼児児童生徒相互の好ましい人間関係や幼児児童生徒と教師の信頼関係を確立し、分かりやすい授業が展開されなければならない。
　本村では学習指導要領のねらいの一層の実現を図り、教育課程の充実・改善に資するための方策として平成１７年度より２学期制を導入し、5カ年が経過した平成２１年度12月より「二学期制検証委員会」でこれまでの成果と課題や今後の在り方について検証してきた。平成２２年度７月に検証委員会としての答申が出され、今後は秋休みを廃止し、二学期制のメリットを活かして二学期制を継続してきた。
  平成２０年に幼稚園教育要領、小学校及び中学校学習指導要領が告示され、それを受けて、小学校は平成23度から、中学校は平成24年度から新学習指導要領の下、教育課程がスタートした。学校教育においては、変化の激しい社会をよりよく生きる為に、幼児児童生徒一人一人に、「「確かな学力」や「豊かな心」「健やかな心」をバランス良く育むとともに、将来の夢や希望の実現に向けて根気良く取り組み、学習意欲を高めるなどの「生きる力」を育成することが求められている。
　本村学校教育の重要課題である学力向上推進については、キャリア教育を最重点施策とし、将来の進路選択を基盤とする生き方教育を推進する。基礎・基本の確実な定着を図り「生きる力」を身につけることを重視し、知・徳・体の調和のとれた人間の育成を目指した取組の強化を図る。
　また、他人を思いやる心、自他の生命や人権を尊重する心、美しいものや自然に感動する心などの豊かな人間性や社会性の育成を図るため、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間及び体験活動、ボランティア活動等、学校の教育活動全体を通じて「心の教育」を推進する。
　更に、平成１８年１２月に施行された教育基本法や諸法令及び学習指導要領の趣旨、沖縄県の教育施策、国頭教育事務所の施策を受け、昨今課題とされている公共の精神を育み、規範意識の確立を目指す。
  そして、文化村今帰仁の将来を担う幼児児童生徒の育成を図り、伝統と文化の尊重の精神を育む。
　学校教育・スポーツ及び健康教育においては、心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して、積極的に運動に親しむ資質や能力を育てる。同時に、健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育成する。
　幼児児童生徒一人一人の個性や創造性を伸長するとともに、特別支援教育においては、児童生徒個々の障害の状態や発達段階及び特性を的確に把握し、特別支援コーディネーターを機能化させ、校内委員会の支援のもと、通常の学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒の支援体制の構築に努める。
　また、地域の特性や良さを生かした幼児児童の育成を図る教育を推進する｡
　さらに、国際化や情報化に対応した国際性豊かな広い視野を持ち情報活用能力に優れた多様な人材を育成する。
　また、教育の基盤となる学校施設・設備の整備、充実を図り、教職員の使命感の高揚、豊かな人間性と実践的な指導力の向上のための教職員研修の充実に努めるとともに、学校における教育活動への地域人材の活用及び保護者や地域住民の声を反映させるなど「開かれた学校づくり」を促進する。
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １　心の教育の充実
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ２　確かな学力の確立
 ３　たくましい心と体をはぐくむ教育の充実

 ４　食育の推進
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　特別支援教育の充実
 ６　幼児教育の充実
７　キャリア教育の充実・強化
８　魅力ある新しい学校づくりの推進
１　心の教育の充実
　基本的な生活習慣の形成を図るとともに、豊かな心をもつ幼児児童生徒を育成する
　　少子高齢化や核家族化、情報化の進展などの社会環境の急激な変化は、物質的な豊かさと相まって価値観の多様化や人間関係の希薄化をもたらす一因となっている。
　その為、子供達は人間としての在り方や生き方等、確固たる拠り所を見出す事に苦慮する事も否めない。

　学校に於いては、命の大切さや思いやりの心、善悪の判断や公共心等の規範意識、正義感や公正・公平を重んじる心、うつくしい物に感動する豊かな感性、自立心、自己抑制力、共生の心など、｢豊かな心｣を育み自らの人生をよりよく生きていけるようにするため、幼児期から｢心の教育｣の充実を図ることが大切である。
①　各学校においては、道徳教育や特別活動の充実を図るとともに、ボランテｲア活動や自然体験活動などの豊かな体験を通した心の教育の充実を図るため、内面に根ざした道徳性を育むように努める。
　　　　　　　　　　道徳的な心情や判断力、実践意欲と態度などの道徳性を培う道徳教育を道徳の時間を要として

学校の教育活動全体を通じ、指導の充実を図る必要がある。
そして、地域の伝統や文化に誇りをもち、文化村今帰仁の担い手となる子供達の育成を図る。
②　平和・人権教育では、実体験者が高齢化する等、体験談に触れる機会が減少している。先人達が歩んできた平和と共生の精神を活かし、内容の充実を図る必要がある。生命を大切にし、自他の人格を尊重し、お互いの個性を認め合う心や他人の痛みがわかる、他人の気持が理解できるなどの他人を思いやる心、正義感や公正さを重んじる心などの豊かな人間性の育成を図り、人権感覚を高める事ができる指導の工夫・改善に努める。
③　心の教育を通して解決すべき生徒指導上の課題として、児童生徒の生命に関わる深刻な事案の発生や、問題行動の低年齢化等の傾向があり、学校・家庭・地域が連携し解決に取り組む必要がある。
④　｢自己決定の場を与える｣｢自己存在感を与える｣｢共感的人間関係を育成する｣の生徒指導の3機能を核とし、問題行動の未然防止を図る。
⑤　幼稚園においては、「幼児期からの心の教育」を重視し、幼児の実態に応じた指導計画を作成するとともに、自然体験や社会体験などの直接的生活体験の充実を図る。また、基本的な生活習慣の形成に当たっては、幼児が他の幼児と関わりながら主体的な活動ができる環境構成に努めるとともに、家庭との緊密な連携を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに、今帰仁幼稚園における2カ年間の県・村指定の研究指定園の成果を生かし、北山学園
プロジェクトの取組の一つである村内各幼稚園と小学校との積極的な連携を促進する。
　認定子ども園の設置(平成30年度)を目指し、村立保育所と幼稚園の連携も積極的に推進する。

 ⑥「私たちの道徳」を教育活動の様々な場面で活用する。
     ⑦道徳教育や特別活動を充実強化し、村特別活動・道徳教育研修会を小中連携で実施する。
《主な事業等》
　　　　（１）道徳の年間指導計画で道徳の別様(他教科及び事業との関連及び実施時期等)を作成する。
　（２）ゲストティーチャーとして家庭や地域人材を活用する等、開かれた道徳教育の充実に努める。
　（３）「人権委員会の機能化」と「人権を考える日」の取組の充実
　（４）『平和教育指導の手引き』、『人権ガイドブック』等の活用促進
　（５）集団宿泊、交流活動、ボランテｲア活動等の推進
　（６）自然体験活動の推進
　（７）教育相談日の設定とその充実
　（８）村教育相談員・心の教室相談員の継続配置とその活用
　（９）地域人材の活用促進
　（10）「沖縄県の幼稚園教育の充実に向けて」を踏まえ、幼児教育振興アクションプログラムの活用
　（11）幼稚園と小学校及び中・高校との連携強化と併せ、保育所と幼稚園の連携強化を目指す
　（12）幼稚園教諭研修会及び園長・幼稚園教諭合同研修会・保育所長会の充実
　（13）地域に開かれた幼稚園づくりの促進
  （14）小中連携道徳・特別活動研修会の実施
２　確かな学力の確立      
基礎的･基本的事項の指導を徹底し、自ら学び自ら考える幼児児童生徒の育成を図る
　
学校の教育活動全体を通じて、幼児児童生徒一人一人にこれからの社会の変化に主体的に対応できる資質や能力を養い、自ら学び、自ら考える等の「生きる力」の育成を図る。また、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開するとともに、生涯にわたる学習の基礎を培い、豊かな心をもち、たくましく生きる人材を育成するため、基礎・基本の確実な定着を図り、個を生かす教育の充実に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　①　学力向上主要施策「夢・にぬふぁ星プランⅢ」『「確かな学力の向上」支援プラン』改訂版

「分かる授業Support Guide」等を校内研修等で活用し、取組事項等について共通理解を図ると共に、各学年において身につけさせるべき内容を確実に定着させる取組を行い、「学年のたすき」として引き継ぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　
 　 　　②　児童生徒の具体的な変容の姿として設定した達成目標の実現を目指し、一事徹底等の重点的な
取組を実施する。
　③　２学期制導入の趣旨を踏まえ、学習指導要領の一層の実現を図るため教育課程の充実・改善図
り「魅力ある新しい学校づくり」「特色ある教育活動」を展開する。
　　④　読み・書き・計算などの確実な定着を図るとともに、児童生徒の主体的な学習活動や読書活動
を充実させ、個別指導や繰り返し指導の徹底を促進するとともに知識の暗記のみではなく、思考
力、判断力、表現力などを身に付けられるよう、観察・実験、調査・研究、発表・討論などの体
験的、問題解決的な学習活動の展開を促進する。
　　　　　　　　　　　　⑤　少人数指導や習熟の程度に応じた指導、補充的な学習や発展的な学習指導など、児童生徒個々
の実態に合わせた指導法の工夫・改善・充実を図る。
　　　　　　　　⑥　家庭学習の習慣化を支援するため、課題の与え方や内容の工夫等について研究し定着に向けた
取組を促進する。
　　　　　　　また、家庭学習の内容を工夫し、適切な学習課題やコメントを与えるなど学習意欲の高揚も図
る。さらに、授業と連動する予習的・復習的な方法を示し、学びの連続性に留意する。
　　　　
⑦　学校との連携により、授業交流、合同研修会等の実施を通して、幼・小・中・高校が連携した

教育活動の強化を図る。
　　　⑧　学習指導要領に示された基礎・基本を確実に定着させるため、各学校における各教科の評価規
準の設定及び指導と評価の一体化を促進する。
　　　　　⑨　生徒指導提要の活用促進を図り、問題行動等の未然防止に努め、学校の教育活動全体を通じて
幼児児童生徒一人一人が自己実現の喜びを実感できるよう、個に応じた指導の充実を図ると共に
基本的な生活習慣の確立に努める。
　　　　⑩　いじめや暴力といった児童生徒の問題行動は、全国的に深刻な状況にあり、人権教育の強化が
求められている。「今帰仁村いじめ防止基本方針」策定に向けて取り組むとともに，各学校にお
いては「学校いじめ防止基本方針」を策定し，自らの学校として，どのようにいじめの防止等の
取組を行うかについての基本的な方向，取組の内容等を定める。また，「人権ガイドブック」等
を活用し、教師、児童生徒の人権意識の高揚を図る。
  　　　　　　　⑪　問題行動を起こす児童生徒に対する指導について（平成１９年２月５日通知）を踏まえ、学校
における懲戒や体罰のあり方等について適切な対応をする。
 ⑫　授業のめあてを明確に子供に示すとともに、学び方を身につける指導を工夫する。
《主な事業等》
　（１）標準学力検査の実施とアセスの実施と分析・活用
　（２）学習指導要領に基づく教育内容の改善・充実
　　　　（３）幼・小・中・高一貫教育を推進し北山高校と村内学校との校種間連携事業の充実
　（４）校内学力向上推進委員会の組織化と機能化
　（６）「生徒指導提要」の活用促進   
　（７）夜間街頭指導の実施
　（８）村生徒指導連絡協議会の充実
　（９）学校・家庭・地域社会の緊密な連携の促進
　（10）読み聞かせボランティア研修会（講習会）の実施
　（11）村内小中学校へ学力向上推進教諭（学習支援員）の配置
  （12）めざそう日本一の「教育立村今帰仁」！の学校・家庭・地域への啓発
　（13）漢検・英検・数検への推進と補助金の支援
  （14）幼児・児童・生徒へ夢や希望を持たせるための教育講演会の実施と支援
（15）ALTを2名配置し、外国語教育や国際理解の推進
（16）名桜大学生を活用した学習支援ボランティアの有効活用
（17）北山高校内で未来を担う人材育成事業（北山塾）の運営
(18) 小学校6年生のプレ中学校入試、中学校3年生のプレ高校入試の実施 

(19) 地域型就業意識向上支援事業を活用し、学習に対する意欲・関心・態度の育成
３　たくましい心と体を育む教育の推進
　　運動・スポーツに親しみ、健康の保持増進と体力の向上を図る
　幼児児童生徒がたくましく生きるための心身の健康の保持増進と体力の向上を図り、生涯を通じて運動に親しむ態度の育成や健康で安全な生活を送るための基礎を培う体育・スポーツ、健康教育の充実に努める。
　　　　　①　幼児児童生徒の心身の健康の保持増進を図るため、教育活動全体を通じた健康教育を行う
とともに、学校保健委員会等を活性化し、健康に関する基本的な知識技術を習得させ、適切な
行動が実践できる能力の育成に努める｡学校保健においては、定期健康診断の実施により心身の健
康の保持増進を図るとともに、各種研修会を開催し、学校保健関係者の意識高揚及び資質向上に
努める。
　　②  学校における安全教育（交通安全・生活安全・災害安全）の充実を図るため、「警察との連携

協定」を活かし，交通安全実技講習、防犯訓練、災害訓練、「防犯教室」、「地域安全マップ」の製作等体験的・実践的な活動を多く取り入れ、児童生徒の危険回避能力の育成に努める。
　　　③　学校における体育・スポーツ活動に関する指導については、心と体を一体としてとらえ、生涯
にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培う観点に立ち、自ら運動する意欲を培い、積極的に運

動に親しむ資質や能力を育成するとともに、基礎的な体力を高め、めあて学習や選択制体育授業

の充実及び選択教科や体育的行事等の工夫・改善を図る。
④　運動部活動については、生徒が自己の能力に応じて、より高い水準の技能や記録に挑戦する中
で、スポーツの楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を営むため、自発的・自主的な運動部活

動の活性化を促進する。また、外部指導者の活用を図るとともに、学校体育・スポーツの充実の
ため、学校体育団体等の育成・強化を推進する。
　　⑤　本県・本村の課題でもある成人病対策、長寿村復活の為、小中学校から健康教育を重要視し、健康に対する意識の変容、実践について充実・強化する。　
《主な事業等》
　（１）体育の学習指導及び行事の工夫・改善
　（２）運動部活動の活性化及び外部指導者の活用促進
　（３）保健教育及び保健管理の推進
　（４）性・エイズ、薬物乱用防止教育の推進
　（５）「防犯教室」の推進
　（６）「地域安全マップ製作」の推進
　（５）心の健康教育・相談活動の推進
　（６）生活・交通・災害安全教育の推進
　（７）栄養管理・衛生の推進
　（８）学校保健委員会の活性化
(９) 外部講師を要請し、生教育の実施
　(１０) 今帰仁診療所、北部医師会と連携した次世代の健康教育の推進
４　食育の推進
　　食は人間が生きて行く上での基本的な営みであり、健康な生活を送るためには健全な食生活は欠かせないものである。しかし、近年の子供の食生活を取り巻く社会環境の変化などに伴い、偏った栄養摂取、食生活の乱れ、肥満や過度の痩身など、生活習慣病と食生活の関係も指摘され、望ましい食習慣の形成に係る指導の充実が求められている。特に、成長期にある幼児児童生徒にとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせないものであると同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすものであり、極めて重要である。
  　現在、国に於いては食育基本法の施行や食育基本計画の策定、学校給食法の改正などにより、学校給食の充実が図られるとともに、学習指導要領総則に「学校における食育の推進」が位置づけられる等、学校教育活動全体として取り組む必要性が示されている。
　①　幼児児童生徒の発達段階に応じて、栄養や食事の取り方について正しい知識を習得し、自ら判断し、実践していく力を身につけさせるよう指導の工夫を図る。
　②　学校給食に於いて、安全で適切な学校給食を提供するとともに、学校給食に地場産物の活用を促進したり、地域の行事食を提供する等、学校給食の充実に努める。
　③　食材の生産や流通、作ってくれた方々への感謝を持たせ、食に関する豊かな体験活動の推進を図る。
  ④　食に関する指導の充実を図るため、学校給食関係者の意識の高揚及び資質の向上、また、児童生徒自ら健康で安全な生活ができる能力や態度を育成する為、栄養士等の積極的な活用を図る。
《主な事業等》
　（１）地産地消の推進
　（２）「家庭科」の時間、道徳や特別活動等の充実
　（３）「子供が作る弁当の日」の取組の充実
 　(４）食に関する指導の推進
　（５）栄養管理の推進
　（６）食物アレルギーについての理解を深め，児童生徒，保護者への啓発
　（7）弁当の日コンテストの実施と充実
 　
５　特別支援教育の充実
　　特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服する為、適切な指導及び必要な支援を行う。
　　その為、特別支援学級の幼児児童生徒に加え、通常の学級に在籍する特別な支援を要する幼児児童生徒も対象として、一人ひとりの教育的ニーズに応じて幼児期から小学校・中学校卒業に至るまで、的確かつ具体的な指導や関係機関と連携した幅広い支援を充実していく。
　①　これからの特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立と社会参加の促進を目指し、一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を克服するための適切な指導や関係機関と連携した幅広い支援を検討していく。
　②　特別支援教育のより一層の充実を図る為には、保護者、地域社会に対し、理解・啓発を一層推進する必要がある。
　③　障害のある幼児児童生徒に対する正しい理解と認識を持ち、適切な就学を援助する。
  ④　障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒と地域社会との相互理解を深め、交流及び共同学習活動の充実に努める。
《主な事業等》
　（１）特別に支援を要する幼児児童生徒への支援員の派遣
　（２）就学指導委員会の充実
　（３）特別支援教育コーディネーター及び支援員の情報交換及び研修の充実
　（４）特別支援教育研修会の実施(毎年夏休み)
６　幼児教育の充実
　　幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う極めて重要な時期であり、義務教育及びその後の学校教育全体の生活や学習の基盤の育成に繋がることから、その役割は非常に大きい。幼児一人一人に基本的生活習慣を定着させる等の生涯教育の基礎を確立する事が必要である。
　　子供の発達や学びの連続性を保障し、質の高い幼児教育が受けられる教育環境等の整備を推進し幼児期と児童期の教育を円滑に接続し、系統的な教育が行われる様、幼児教育の充実を図る。
　　その為、教育委員会内に｢幼保連携推進室｣を設置し、子育て環境・幼児教育の充実を図ると共に｢北山学園プロジェクト｣の充実・強化の為、機構改革を実施する。

　　平成27年度より、｢子ども・子育て新制度｣が始まり、幼稚園児(5歳児)の午後の預かり保育を実施し、幼稚園の給食もスタートする。
　　平成30年度には、今帰仁小学校に併設する幼保一体化施設｢認定子ども園｣を建築し、0歳から18歳までの教育の継続的支援を視野に入れ、校種間の円滑な接続と子育て環境の充実に務める。
　　更に、これまで5歳児保育の選択肢が無く、村内の5歳児はすべて幼稚園で保育し、民間の学童保育に依存していた2重保育を解消し、住民ニーズに応える為、法人化施設の誘致(平成30年度開設)も同時に推進する。
2 　幼稚園での午後の預かり保育の実施と、給食の実施
2 　｢幼保連携推進室｣を教育委員会内に設置し、子育て環境・幼児教育の充実に期す。
3 　幼保一体化施設｢認定子ども園｣の設置準備・事業認定の確保
4 　民間保育所参入に向けての積極的推進
5 　幼児児童生徒の教育保障、教職員の資質向上、学校の活性化と説明責任の明確化を図るために、効果的な教職員評価システムを構築し推進する。
6 　日常の教育実践と結びついた組織的・計画的な校内研修の促進及び各種の研究会や研究指定校、個人またはグループ研究等、主体的・自発的に行う研修を推進する。
　
《主な事業等》
　（１）　各学校教頭を幼稚園副園長へ依嘱する。
　（２）  幼稚園教諭に主任教諭を配置する。
　（３）　園内研修の充実
　（４）　幼保連携推進室の設置
　（５）　幼稚園の午後の預かり保育の実施と給食の実施
　（６）　認定子ども園開設準備(保・幼・小施設一体型)及び民間保育園開設にむけての積極的誘致
7　キャリア教育の強化・充実        
　　幼児児童生徒一人一人の習熟の程度に応じた指導等、個に応じた指導の充実を図り、昨年度まで配置されていた小学校算数科の授業改善アドバイザーの配置に伴うノウハウを活用し、その活用及び効果等に関する実践的な研究を推進する。
　　また、「キャリア教育」では、幼児児童生徒が、将来直面するであろう様々な課題に柔軟にかつ逞しく対応し、社会人・職業人として自立していく為に、一人ひとりが学ぶこと、働くこと、そして生きることについて自己の問題として真剣に受け止め、　自らの意志と責任で考え、判断していくことが大切である。
　　世界情勢の大きな変化とIT化、ロボット化の進展により、10数年後には現在ある職業の65%が消滅する時代に来ると言われている。子ども達がいかに主体的・積極的に将来の夢や目標の実現を目指し、生き方や働き方について考え、体験し、行動していく事を支援する為、キャリア教育を｢北山学園プロジェクト｣の人材育成の肝と捉えている。
　　その為、北山学園プロジェクトのビジョンの一つであるキャリア教育を充実・強化し、｢キャリア教育コーディネーター｣を配置し、就業意識の向上及び将来の夢や目標を実現する為、様々な事業を展開する。

　①　児童生徒の習熟の程度に応じグループ学習、個別指導など指導方法の一層の改善を図り、個に応じた指導の充実に努めるとともに、自ら学び、自ら考える力を身に付けさせるため、問題解決的な学習や体験的な学習の一層の充実を図る。
　②　小学校・中学校段階から社会体験等を通して職業観・就業観の育成を図る。
　③　特色ある学校づくりを推進するため、学校や地域の実態に応じて、創意工夫が十分発揮できるよう、幼・小・中を通じて教育課程の一層の弾力化を図る。
　④　キャリア教育の実施に当たっては、家庭・地域社会と連携し、ねらいを明確にし、教育課程に位置付けて計画的に行い、その実施状況や成果についてたえず評価を行う。
  ⑤　各学校のキャリア教育プログラムを生かし、児童生徒の発達段階に応じて、職場見学、職場体験などキャリア教育を意図的・計画的に実践し、自己の将来の生き方を考える指導の充実に努める。
7 　学校地域支援員を配置し、学校と地域・保護者、学校と行政、学校間をつなぎ、学校支援を充実し北山学園プロジェクトの充実を図る。
8  キャリア教育コーディネーターを配置し、小・中・高のキャリア教育プログラムの充実・発展と就業意欲の向上に向け授業実践を行う。
《主な事業等》
　（１）個に応じた指導の推進
　（２）幼小中高13年一貫教育(北山学園プロジェクト)の推進
　（３）各学校の実態に応じた特色ある学校づくりの推進
　（４）特色ある教育課程編成の推進
　（５）キャリア体験学習、インターンシップの推進
　（６）交流学習、集合学習及び合同学習の促進
　（７）キャリア教育を重視し、職場見学・訪問・体験の実施
  （８）学校地域支援員の配置
　（９）地域型就業意識向上事業の実施
1 教育ファームの実施(小学校5年生対象)
2 県外インターンシップ研修
3 キャリア教育スーパー講師招聘事業
4 キャリア教育視察・開拓事業
5 行き方支援元気アップ事業
6 今帰仁プロデューサー育成事業(ルーツ委託)

　　　
8　魅力ある新しい学校づくりの推進
　地域の実情や児童生徒の実態に対応した多様で魅力ある新しい学校づくりを推進する
　　学校を取り巻く環境が変化する中、幼児児童生徒の能力・適性、興味・関心、進路等の多様化・複雑化をはじめ、国際化、情報化、科学技術の高度化等の社会の変化、教育の諸制度の改革に的確かつ柔軟に対応する事が学校教育に対して求められている。その為、魅力ある学校づくりが一層重要になっている。
　　本村では、２学期制を実施し、幼児児童生徒と教師の触れ合う時間を確保し、様々な取組の充実が図られた。これから新教育課程を実施していく中で更に、指導方法の工夫・改善の充実を図り「特色ある教育活動」を展開する中で、「魅力ある新しい学校づくり」を推進しなければならない。
  　信頼される学校づくりに於いては、地域や学校、幼児児童生徒の正確な実態把握・分析を基に校長のリーダーシップの下、業務の効率化や組織的・機能的な学校運営を実践していくことが重要である。
　　また、教育における家庭・学校・地域社会の役割分担と相互の連携や、創意工夫を凝らした地域ならではの特色ある教育の推進、教職員としての使命感や資質・力量・識見を高めるための教職員研修の充実、教育の基盤となる施設・設備の充実を図る。
　①　「総合的な学習の時間」の充実や完全学校週５日制への対応、教職員以外の関係者による授業等、地域の教育力の活用を促進する。
　②　学校評議員の設置、外部評価を導入した学校の自己評価の実施とその公開など地域に開かれた学校づくりを推進する。
　③　幼児児童生徒の教育保障、教職員の資質向上、学校の活性化と説明責任の明確化を図るために、効果的な教職員評価システムを構築し推進する。
　④　日常の教育実践と結びついた組織的・計画的な校内研修の促進及び各種の研究会、研究指定校、個人またはグループ研究等、主体的・自発的に行う研修を推進する。
　⑤　教職員のライフステージに応じ、教職員としての使命感と専門性を高めるための研修を推進する｡
　⑥　社会の進展に対応できるよう視野を広げるため、企業等における研修や地域に根ざしたボランティア活動等、体験的な研修を推進する｡
　⑦　地域に開かれた学校づくりなど時代の変化に適切に対応しつつ、コンピﾕータ等、情報化や国際科に対応した施設・設備の整備を推進する。
  ⑧「公約・公開・公表」に向け、子供や地域の実態に応じて、公約となる数値目標を設定し、保護者にわかりやすく説明し、信頼される学校づくりに努める。
  ⑨　学校の教育活動や学校運営の状況について、学校公開週間の位置付けや学校ホームページ等により、保護者や地域の人々へ積極的な情報提供に努める。
  ⑩　地域人材を活用した地域の伝統文化体験などの人と関わる体験活動や、学級活動における話し合い活動などの言葉による伝え合う力の形成を図る指導を工夫し、人間関係作りの力を育む取組の充実に努める。
　⑪　県立北山高等学校の魅力化と将来の統合に向け、学科再編の検討と先進地域の視察を行い、検討をスタートさせる。
《主な事業等》
　（１） 北山学園プロジェクト(幼小中高13年一貫教育構想の具現化と推進)
　（２） 各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間に地域素材・地域特性を活用した内容を取り入れ、地域に根ざした教育を推進する。
　（３）二学期制の充実
　（４）初任者研修、２年・３年経験者研修，５年・１０年経験者研修、職務研修等の充実
　（５）キャリア教育の推進
　（６）「学び合い」・「学びの共同体」による学習指導の工夫
　（７）学校公開週間の設定の推進
  （８）学校ホームページの活用と更新
　（９）リーダーによる先進地視察研修の実施
Ⅱ　国際社会・情報社会への対応
　　21世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤型社会」の時代であると言われてる。
　　このような知識基盤社会化やグローバル化に対応した多様な人材を育成する為には、本県の地理的条件や歴史的経験を活かし、異文化の理解や自国の文化を尊重する態度及び国際協調の精神を教育の中で育み、海邦交流拠点を担う広い視野に立った人材育成に努めなければならない。
　　また、本村の北山高等学校の理数科を充実発展させ、科学技術の研究者や技術者を育成し本村から世界や全国に羽ばたく優れた人材の育成も充実させなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）国際社会に対応した教育の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）情報化社会に対応した教育の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）科学技術の進展に対応した教育の推進

１　国際社会に対応した教育の推進
　国内外で活躍できる多様な人材育成を図る
　　知識基盤社会が進展する中にあって、グローバルな視点を持つとともに国際化・情報化へ対応した学校教育を推進するに当たって、国際性豊かな視野の広い人材の育成を図る。
　　昨年、北山高等学校の生徒が｢架け橋プロジェクト｣の一環でアメリカ　ジョージア州にあるミルトン高校と短期留学の機会を得た。その際、学校長・村教育長が今後の交流の継続と人材育成の充実の為、姉妹校を締結した。これにより、毎年、相互に交流を実施する事によって国際社会へ羽ばたき、国内外で活躍できる人材を育成するチャンスが増える。
　　｢百聞は一見にしかず｣との諺にあるように、広い世界を見聞し、新たな体験を重ねる事は、今帰仁村の人材育成にとって重要であり、継続した実施を行っていく。
　
①　小学校で外国語活動が必修化され、児童が英語に触れたり、外国の生活や文化に慣れ親しんだりするなど、英語への興味・関心を育てるため小学校専属ALTを配置する。
　②　中学校にもこれまで同様ALTを配置し、更に中学校段階での授業にネイティブスピーカーとして
の機能を充実させる。　
　③　語学に関心を持ち、積極的に自らの可能性を広げる為、夏季休業中に新聞社のホームステイと提携し、村内中高生の海外短期留学の補助を行う。
《主な事業等》
　（１）小学校における英語活動の促進
　（２）外国語青年招致事業の継続配置（小・中学校専属ＡＬＴの配置）
　（３）小学生英会話教室の開催
   (４) 新聞社の海外ホームステイと提携し、海外短期留学の補助
(５) 東ティモール児童を招聘し，国際感覚を磨く支援事業の実施
（６）アメリカミルトン高校との継続交流(財政支援)
２　情報社会に対応した教育の推進
　　急速に変化し進展する知識基盤社会化及びグローバル化で、国際性豊かな視野の広さと、情報活用能力の重要性が一層高まる中、コンピュータや情報通信ネットワークを主体的に選択し活用できる人材の育成に努める。
　①　情報教育推進委員会の機能化をはかり、情報化推進リーダーを校務分掌に位置付け校内情報化推
進計画の見直し及び校内安全管理マニュアルを活用した情報化の推進を図る。
　②　学校における情報教育を推進し、児童生徒の情報活用能力（情報活用の実践力、情報の科学的理
解、情報社会に参画する態度）の育成を図る。
　③　すべての教科でコンピュータを効果的に活用した授業を行うための教職員研修を推進する。
　④　ネットワークやソフトウェアの活用に当たっては、校内ＩＴ安全マニュアルを作成し、ルールや
マナーの遵守及び個人情報やプライバシー、著作権等の情報倫理や被害に遭わないための情報安全
をしっかり身につけさせ、情報モラルの育成に努める。
  ⑥　ＩＴセンターの教育情報共有システム（http：//www．open．ed．jp）や、その他関連サイトのデ
ジタル教材や教育実践事例等の活用に努める。
  ⑦　教育活動の状況について、保護者や地域住民に対して積極的に情報を提供するため、学校ホーム
ページの作成や定期的な更新に努める。
《主な事業等》
　（１）ＩＴ教育の推進
　（２）校内ＬＡＮの整備事業の推進(インターネット環境のヒカリ化)
　（３）電子教科書の導入と積極的活用の推進
　（４）学校ホームページの充実及び定期的な更新
　（５）電子教科書の導入
　（６）教職員のパソコン環境の充実
３　科学技術の進展に対応した教育の推進
　　知識基盤趣会の時代において、社会や経済の発展の為に科学技術の重要性が一層高まっている。こ
の為、科学技術の土台である理数教育の充実が求められている。そのため、本村にある北山高等学校の理数科の存続、充実が不可欠である。
    ①WROロボット教室を小中高の連携で実施し、神奈川工科大学との提携や全国大会、世界大会へ参

加できる人材を育成する。
②北山高等学校理数科の充実・強化
③サイエンス教室や出前講座の活用推進を図る。
④沖縄高専と科学と教育のまちづくり事業で教育提携
Ⅲ　青少年の健全育成
　　ボランティア活動など社会奉仕体験活動や生活・自然体験活動、地域での文化、スポーツ活動や伝統行事等への参加、親と子どもの体験活動等の総合的な青少年体験活動事業を推進するとともに、人とのかかわりの中で自分のよさや可能性を伸ばし、心のよりどころとなる子どもの居場所づくりに努める。
　　地域に於いては、青少年一人一人が社会の変化に主体的に対応し、自らの問題や社会の問題に積極的に取り組むことができる資質・能力を培い豊かな人間性を育む事が出来るよう、青少年の健全育成に努める必要がある。
　　本村は社会的特性として、地域において人々が手に手を取って助け合う相互扶助のユイマール精神が息づいている｡このユイマール精神を生かした様々な取組を通して、地域社会が「地域の子どもは、地域で育てる」意識を高め、子どもの教育に多くの大人が関わり、地域の教育力の活性化・高揚を図る諸施策を推進する。
　　学校・家庭・地域社会が、それぞれの教育機能を十分に発揮するとともに、三者が相互理解を深め、連携・協力して青少年の健全育成活動に取り組むなど、学社連携・融合を推進し、夢と実行力のある青少年の育成に努める｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　健やかな青少年を育む地域活動・体験活動の拡充


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　ユイマールの心でつなぐ学校・家庭・地域社会の連携

１　健やかな青少年を育む地域活動・体験活動の拡充
　体験活動などを通して、豊かな心を持ち、夢、実行力のある青少年の育成を図る
　　豊かな心を持ち、夢、実行力のある青少年を育成するため、学校・家庭地域社会が連携を図りながら、社会奉仕体験活動や自然体験活動等の機会を拡充するなど、青少年の自己の確立と社会の一員としての成長を支援する施策を展開する。
　①　青少年教育施設等の施設・設備の整備充実と利用の促進及び主催事業等の拡充を図り、青少年の
自然体験、社会体験活動等の充実を図る｡
　②　地域における伝統行事への参加等の活動を推進する。
　③　青少年育成団体指導者研修の充実を図り、育成者、指導者の養成・確保に努めるとともに、各種
事業の取組を通して、青少年育成関係団体を支援する｡
　④　「地域教育懇談会」や「夜間街頭指導」を充実させ、学校・家庭・地域社会と連携しながら青少
年の健全育成に努める。
　⑤　完全学校週５日制に対応し、青少年が自然体験活動、社会参加活動、地域行事や地域活動等に参
加できる地域の教育力を活性化するための推進体制・条件整備等に努める｡
《主な事業等》
　（１）地域教育力の向上、体験活動等の推進のための体制の整備
　（２）関係機関・団体との連携強化を目指した社会教育団体等研修の充実
　（３）青少年団体指導者・育成者研修の充実
　（４）地域懇談会の充実
　（５）夜間街頭指導の充実
　（６）子ども会活動の促進(子供会まつりの発展・充実)
　（７）ＪＬ（ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ）の育成と活動の充実
（８）青少年の野外教室（キャンプ・自然観察等）の開催
　（９）学校内外を通じた奉仕活動・体験活動の機会の拡充
　（10）完全学校週５日制に対応した体制の整備及び体験活動等の充実
  （11）夢や希望を育む「ふれあい少年の翼」の充実・発展
２　ユイマールの心でつなぐ学校・家庭・地域社会の連携
　学社連携・融合を進め、健全育成活動を促進する地域環境づくりを図る
　　健やかな青少年を育成するため、学校と家庭の連携をはじめ、地域住民やＰＴＡ等の関係機関・諸団体等、地域社会に幅広く連携の輪を広げ、社会環境の浄化や非行防止に努めるとともに、ユイマール精神を生かした地域の教育力の活性化に努める。
　　また、学校教育と社会教育が重なるところに、新しい活動の機会と場をつくり、学校と地域社会がその成果を共有する学社融合の取組を推進する。
　①　関係機関・団体等とのネットワークづくりを推進し、効果的な連携を図る｡
　②　学校の余裕教室の有効活用や施設の開放等、教職員の社会教育への活用、また、地域の人材を学
校教育に活用するなど、学社連携・融合の取組を推進する｡
  ③　心豊かでたくましい子供を育てる為、安全・安心な子供たちの居場所を設け体験活動等を行う支
援体制を整備する。
  ④　月一回の家庭の日の過ごし方を工夫し、親子・家庭のコミュニケーションを図る。
  ⑤　家庭で読書する時間を設けるなど読書環境を整え、読書習慣の確立を図る。
  ⑥　地域連携担当教諭の位置付けを推進し、地域と学校のパイプ的機能の確立
　⑦　学校地域支援員の積極的活用と学校支援の充実
《主な事業等》
　（１）地域の教育力を高めるためのネットワークづくりの推進
　（２）学社連携・融合の促進
　（３）関係機関・団体との連携強化
　（４）学校開放の促進 
　（５）地域教育力の再生
　（６）地域人材バンクの再構築
Ⅳ　社会教育の充実
　　村民の生き生きとした社会教育活動を支援し、時代のニーズに即した学習活動に対応するため、公民館や図書館、青少年教育施設等の施設・設備の整備や社会教育指導者等の養成・確保、社会教育基盤の整備を推進するとともに、青少年・成人・婦人・高齢者等の教育活動、地域の人づくり、ふるさとづくり等の社会教育活動の充実を図る｡
　　また、明るく温かい心の触れあいがある家庭は、子どもたちが健やかに育つ源泉であり、思いやりのある豊かな人間性を育み、社会のルールや規範の基礎・基本を身に付ける原点であるという認識の下に、家庭教育の充実に努める｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　１　生き生きとした活動を支える社会教育基盤の整備・充実
　　　　　　　　　　　　　　　　　２　時代のニーズに応える社会教育活動の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　　３　心の触れあいのある家庭教育機能の充実
１　生き生きした活動を支える社会教育基盤の整備・充実
　　社会教育活動の活性化のための社会教育基盤の整備を図る
　　社会教育の充実を図るため、社会教育基盤・設備の設置・改善や社会教育指導者の養成、確保など社会教育基盤の整備・充実に努める。
 ①　学校内に社会教育関係専用の掲示コーナー等を設置し、地域で参加できるボランティア活動や体
験活動、文化・スポーツ活動、伝統行事の情報提供等に努める。
　《主な事業等》
　（１）歴史文化センターの活用
　（２）中央公民館の機能の拡充
　（３）社会教育指導者の確保と養成
　（４）社会教育関係団体の育成強化
　（５）公民館長等職員研修の充実
　（６）村立図書館(オープン平成26年7月 )
（７）今帰仁村活性化事業(婚活事業の充実)
２　時代のニーズに応える社会教育活動の充実
　社会教育施設等における学習活動への積極的参加を促進し、社会教育活動の活性化を図る
  　村民の学習意欲の高まりや時代の変化に伴う新たな学習需要の増大に応えるため、社会教育施設等における学習活動への積極的参加を促進する。
　①　社会教育活動に関する研修事業等の活性化を図り、その学習内容・方法・形態等の多様化・高度
化を図る｡
　②　地域の課題に即した学習機会の提供と学習活動の場の提供について、効果的な企画・実施・運営
が図られるような研修事業等を実施する。
　③　生涯学習に関する学習機会を捉えて、人権に関する研修を一層推進する。
《主な事業等》
　(１)　公民館活動等の充実の促進
　(２)　社会教育関係団体の育成・支援
　(３)　各種学級・講座の充実
　(４)　高齢者の学習・社会参加事業の促進
 （５） 人権教育活動の支援・充実
（６）組踊り鑑賞事業の実施 
３　心の触れあいのある家庭教育機能の充実
　家庭教育の活性化を図る
　
家庭は、生涯における人間形成の基礎を培う上で最も重要な役割をもち、人格形成に大きく影響を及ぼすところである。そのため家庭の教育機能が十分に発揮できるよう支援を強化し、家庭教育の充実を図る。
　①　家庭教育に関する学習機会を開催し、その拡充を図る｡
　②　家庭教育支援体制の充実を図るため、子育てに関する相談体制の充実、地域社会での支援体制の
整備・充実を図る｡
　③　「家庭教育支援会議」の設置促進を図り、家庭教育に苦慮している保護者に対し積極的支援を行
う。
　④　子育て支援ネットワークの充実や父親の家庭教育への参加促進を図る。
  ⑤　乳幼児期からの読み聞かせ、朝読み・夕読み、読書活動全般を推進する。
  ⑥　学校便りや連絡帳、学級懇談会などを活用し、家庭との連携のもと、基本的な生活習慣づくりを
進める。
《関連事業等》
　（１）家庭教育を支援する講演会の開催
　（２）家庭・地域教育懇談会の実施
　（３）６：３０運動の展開
　（４）幼稚園・小学校における家庭教育学級への支援　
　（５）ブックスタートの実施と読み聞かせボランティアの人材確保・育成
　（６）家庭での読書活動の推進
  （７）「早寝・早起き・朝ごはん」の推進
  （８）「あいさつ」のむらづくり宣言の推進
Ⅴ　生涯学習の充実
　　村民が「いつでも、どこでも」必要な学習が可能となるような生涯学習推進体制・基盤の整備を図るとともに、他市町村や大学等の高等教育機関などと連携した生涯学習ネットワークづくりを促進し、高度情報通信技術を活用した生涯学習機会の拡充を図る｡
　　さらに、学んだ成果が適切に評価され、社会に生かせるような生涯学習評価システムと体制の整備を推進する｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　１　生涯学習推進体制の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　２　村民の学習ニーズに応える学習機会の拡充

１　いつでもどこでも学べる生涯学習推進体制の充実
　いつでもどこでも学習できる生涯学習サービスの充実を図る
　　村民の生涯にわたる学習活動を推進するため、生涯学習の視点に立って学校教育、家庭教育、社会教育のそれぞれの教育機能の充実を図るとともに、相互の連携を図りつつ、多様な学習活動のための総合的な施策を展開する。
　①　県教育行政との連携・協力を密にし、市町村の生涯学習推進体制の整備促進及び民間の教育、文
化、スポーツの振興に努め、生涯学習に関する諸施策を具体的に推進する。
  ②　おきなわ県民カレッジの周知を図り、生涯学習活動の積極的な支援に努める。
3   地域人材を活用した講座内容の充実を図るとともに、指導者の養成と確保に努める。
4 　村立図書館の図書の充実や機能強化の検討
《主な事業等》
　（１）生涯学習推進体制の整備
　（２）生涯学習むらづくり事業の促進
　（３）村立図書館の整備の推進
２　村民の学習ニーズに応える学習機会の拡充
　村民の学習ニーズに応える学習情報及び学習機会の拡充を図る
　　社会の著しい変化に伴い、人々の学習意欲が新たな高まりをみせ、個人や団体等による自主的な学習活動が行われている。これらの学習ニーズ及び村民の生涯の各時期における人間形成並びに学習課題に応えるため、学習情報及び学習機会の提供、学習相談体制の整備、学習活動への積極的な支援に努め、生涯学習社会の形成を図る。
①社会教育施設（中央公民館、村営体育館、歴史文化センター、各字公民館、コミュニティーセン
ター）を活用して、PTA・婦人会・青年会・少年団体等を支援し、活動の充実に努める。
　　②新たな視点からの公民館講座、体験講座、生涯学習研修を充実させ、村民への周知と機会を提供する。　
《主な事業等》
　（１）公民館講座の充実
　（２）高齢者教育の充実
  （３）子育て支援の推進
　（４）村民生活の向上に資する講演会の実施
Ⅵ　スポーツの振興
　スポーツは、心身の健全な発達に資するとともに、明るく豊かで活力に満ちた生きがいのある社会の形成に役立つものである。
　村民の誰もが身近な地域においてスポーツに気軽に親しむことのできる環境を整備・拡充するとともに、それぞれの体力や年齢、技術、興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、スポーツに親しみ、心身ともに健康で輝く人生を送ることのできる生涯スポーツ社会の実現を図る｡
　また、多様化・高度化するスポーツ活動のニーズに応える社会体育施設の整備・充実を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　１　村民一人一人が輝く生涯スポーツの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　２　村民に夢と希望を与える地域スポーツの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　３　社会体育施設の整備・充実
１　村民一人一人が輝く生涯スポーツの推進
　生涯をとおしてスポーツの生活化を図り、明るく豊かで活力に満ちた社会を形成する
村民が各々のライフステージにおいて、スポーツに親しむことにより元気で輝く人生を送ることができ、また、地域においてスポーツを気軽に楽しむことができる環境の整備を図るなど、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成に努める。
　　　①　村民の一人一人が、ライフステージに応じて、主体的にスポーツ活動を日常化する生涯スポー
ツ社会の実現を目指し、個々のライフスタイルにあった各種のスポーツプログラムの提供や総合型地域スポーツクラブの育成を促進する。
　　②　村民が体力や年齢、目的等に応じてスポーツを気軽に楽しむことができる豊かな環境を整備し、
その有効活用を図る。
　③　村民の一人一人が生涯の各時期にわたって、主体的にスポーツに親しむ態度や習慣を形成して
いくために学校体育施設の開放および生涯スポーツ推進事業を促進する。
　　④　スポーツ・レクレーション団体等を育成するとともに、多様化する村民のスポーツニーズに対
応するために指導者の養成・確保及び資質の向上を図る。
  　⑤　学校では、児童生徒が積極的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに体力の向上を図るた
め、校内体力向上推進委員会等を設置して、自校の体力的課題を明確にし、体育授業及び学校行
事等の充実改善を図る。
⑥ マジックアワーラン等のスポーツツーリズムを推進し、スポーツと健康、スポーツと観光の拠

点づくりを行う。
⑦ 今帰仁村総合運動公園及び滞在型スポーツ交流施設の有効利用を図る。
⑧ 運動公園機能強化事業により村民プールの改修及び機能強化
⑨ テニスコートの全天候化による利用者の拡大・充実
〈主な事業等〉
　（１）総合型地域スポーツクラブの推進と発展
　（２）学校体育施設開放の促進
　（３）指導者の養成・確保
　（４）総合運動公園の有効活用　
　（５）各種スポーツ大会・教室の充実
  （６）体協組織と連携した各種スポーツの競技力向上と底辺拡大
  （７）ホッケー競技の強化に向けた取組の推進
  （８）スポーツ交流村に資する整備事業（滞在型スポーツ交流施設）の有効活用
　（９）マジックアワーランの実施
２　村民に夢と希望を与える地域スポーツの推進

　　村民の活力の高揚を図るため、地域スポーツの振興を目指し、スポーツ団体の育成及び強化、指導者の養成・確保に努める必要がある。
　　本村は、有能な人材に恵まれたスポーツ王国でもあり、本村の子供たちの活躍は目を見張るものがある。本村選手が、県レベルや全国レベルで活躍する姿や、栄冠を目指し競技スポーツに打ち込むひたむきな姿は、村民のスポーツへの関心を高め、夢や感動を与えるとともに、青少年の健全育成や村政の発展に大きく寄与するものである。

　　また、沖縄県ディスクゴルフ協会が本村で発足し、県大会並びに全国大会の誘致や県内の発祥の地としての責務と競技力の向上に向け努力する。
　　さらに、本村には壮年や老人の世代が充実して健康管理に励めるグランドゴルフやパークゴルフの環境も整いつつあり、生涯スポーツとしてのマイスポーツの育成に尽力する。

　　このため、あらゆる年代層に応じたマイスポーツを推奨し、一貫した指導・支援システムを確立する中で支援体制の充実・強化を図り地域スポーツを推進する。
　　　　　①少年野球やミニバスケット等のスポーツ少年団の活動も子ども達の発達段階を考慮し、学校・保

護者・指導者が連携して効果的な指導に当たる。
　　　　　②一村一校の今帰仁中学校を拠点とし、部活動の外部指導者の育成や父母の会の充実等、地域・行

政も支援体制を構築し、推進する。
  　　③小学校から中学校、さらに地元県立北山高等学校への進学及び指導体制のルートを構築し、北山

高等学校第３期黄金時代及び「スポーツ王国今帰仁」をアピールする。
　　　④沖縄県ディスクゴルフ協会が本村で発足し、講習会及び指導者養成を実施し、県大会の誘致及び

全国大会の誘致を行う。

　　　⑤本村には、村運動公園や学校施設、ウェルネスパークゴルフ場等、壮年・壮年のスポーツ環境が
整い、すべての年代で健康増進及び生きがいの創造のため、マイスポーツを推奨する。
《主な事業等》
　　(1)中学校の運動部活動を拠点とした、小学校へのスポーツプログラムの提供の検討
　　(2)沖縄県ディスクゴルフ大会および全国ディスクゴルフ大会の実施

　　(3)パークゴルフ村民大会等の大会実施の検討

　 (4)今帰仁中学校～北山高等学校への支援体制の確立
　　
３　社会体育施設の整備・充実
　施設の整備を行い、スポーツの振興を図る
　　多様化・高度化するスポーツ・レクレーション活動のニーズに応え、村民の健康・体力の保持増進とスポーツの振興を図るため、社会体育施設の充実を図る。
　　　
①　身近な地域において、継続的にスポーツに親しむことができる施設の活用を図る。
　　　　②　中・長期的な施設整備計画に基づき、運動公園を中心に多種・多様なスポーツに対応でき、
かつ、高齢者や障害者に配慮した社会体育施設の整備・充実に努める。
《主な事業等》
　（１）社会体育施設（総合運動公園）の整備・充実
　（２）教育関連施設の開放促進
  （３）スポーツ交流村に資する整備事業（滞在型スポーツ交流施設）の有効活用
Ⅶ　文化の継承発展
　　本村は亜熱帯性気候に属し、古くから海上交通を発展させ、中国や東南アジアをはじめ、諸外国との交易を背景に、琉球王国を形成し独自の香り高い文化を生み出した。
　　本村の地理的・歴史的な諸要因を受けて醸成された文化財は村民共有の財産である。村内には有形・無形の数多くの文化財が所在しており、その中の今帰仁城跡が「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産に登録された。今帰仁城跡をはじめとする多くの文化財の価値を再認識して、保存・継承・発展させることは、村民の責務である。このため、本村の代表的な史跡である今帰仁城跡の整備をはじめ、文化財の調査・指定・保存整備等を推進し、貴重な文化遺産を保存・継承するとともにその活用を図り、地域文化の創造に寄与する。さらに、文化財を有効に活用できる文化施設の整備・充実に努める。
　　また、心身の成長期にある児童生徒に、優れた芸術を鑑賞する機会を提供し、豊かな創造性と情
操の涵養を図るため、芸術文化活動を推進する

　　　　　　　　　　　　　　　１　文化財の保護と活用


　　　　　　　　　　　　　　　２　文化施設の整備・充実と芸術文化活動の推進

１　文化財の保護と活用
　貴重な文化財を指定・保存・継承し、その活用を図る
　　本村の地理的位置や歴史の過程を経て醸成されてきた文化財は、村民共有の財産であり、その価値を再認識して、保存・継承・発展させることは、村民の責務である。村民の文化財に対する意識を高め、心豊かな生活が営まれるよう特色のある文化財の保存・整備・活用を図る。
　　現在、村内には指定文化財として、国指定２、県指定９、村指定７の文化財があり、また、今泊棒術保存会、湧川路次楽保存会、謝名アヤチ獅子保存会、仲尾次亀の甲（伝統芸能保存会）の４つの伝統芸能の保存育成に努めている。そのほか村内には有形・無形・民俗・記念物等の文化財が数多くあり、調査が済み次第村指定にし、その保存整備を図る。
　　　　①　国・県・村指定の史跡・名勝等の歴世的環境や建造物等、有形文化財の保存整備を促進するとと　　　　　　

もに、芸能・工芸技術等の無形文化財の伝承者を養成する。
　②　村内に所在する文化財の多方面からの活用を推進するとともに、地域における文化財愛護活動の
促進を図る。
《主な事業等》
　（１）文化財の調査及び指定・保存・継承
　（２）伝承者養成の推進
  （３）ムラ・シマ講座の充実・発展
　（４）千代金丸のレプリカの作製及び展示
　（５）崩落した石垣の修復と継続発掘の推進
　（６）今泊文化的景観事業の推進
　（７）県指定による遺跡・遺構の推進
２　文化施設の整備・充実と芸術文化活動の推進
　文化施設の整備・充実と芸術文化活動の推進を図る
　　本村の特色ある自然・歴史・文化は村民共有の財産であり、これらに対する知識と理解を深め、その価値を再認識していくため、文化施設の整備・充実に努め、地域文化の向上及び創造・発展を図る。このため、郷土文化の諸資料を村民及び県民へ広く紹介するため、歴史文化センターの充実と活用を促進する。
　　また、心身の成長期にある児童生徒に、優れた芸術を鑑賞する機会を提供することによって豊かな創造性と情操の涵養を図る。
《主な事業等》
　（１）歴史文化センターにおける展示会の活用
　（２）民具等の調査収集の推進
　（３）小中学校の総合的な学習の時間における各字の宝(文化財)探し
　（４）文化講演会等の開催
　（５）村文化祭の開催
　（６）｢東ティモール児童招聘事業｣の一環としてソプラノ歌手の宮良多鶴子さんを招聘し、本村児童生徒の芸術鑑賞の機会の充実
　
Ⅷ　教育行政の充実
　　教育行政は、学校教育の諸条件の整備・充実を図るとともに、生涯学習社会の充実、文化・スポーツの振興、人材育成等広範な教育施策を総合的に推進することが大切である。今日、科学技術の進歩、少子・高齢化、情報化・国際化の進展など、社会の各方面で様々な変化が進んでおり、教育行政は、このような急激な社会の変化に的確に対応することが求められている。
　　こにため、２１世紀の教育の充実をめざして、各分野の施策を総合的・効果的に促進し、社会の変化へ柔軟に対応した教育行政の運営を図る。
　　また、教育委員会の役割と使命を重視し、その機能を十分発揮できるよう各関係機関との連携を強化し、教育行政の運用等の改善及び充実を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　１　教育施策推進体制の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　２　教育委員会の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　３　教職員等の労働関係の改善・充実
１　教育施策推進体制の充実
　教育課題を明確にし、時代の進展に対応できる諸施策を推進する
　　本村が自立的発展をめざし、平和で安らぎと活力のある地域社会を築くためには、教育諸条件を整備し、教育機能の充実と学習機会の拡充に努め、創造性に富み、国際性豊かな人材の育成を図る必要がある。そのため教育課題を明確にし、時代の進展に対応できる諸施策を推進する。
　　　　①　社会の変化に適切に対応し、本村教育の現状を踏まえ、その課題を克服するために、長期的な展
望に立った諸教育施策を推進する。
　②　各教育機関及び各関係機関との連携・協力を図り、本村の教育施策の実現に努める。
  ③ 今帰仁の子どもたちの為、キャリア教育・学力向上に積極的に取り組み、北山学園プロジェクト(幼小中高一貫教育)の具現化と財政的支援を充実させる。
《主な事業等》　
　（１）各機関・団体等との連携・協力の推進
  （２）定例教育委員会の充実
　（３）県・国頭教育事務所の関連事業への参加・協力
（４）中高生の海外短期留学の派遣補助
（５）名桜大学生による学習支援ボランティア活用事業の推進

（６）北山学園プロジェクト(幼小中高一貫教育)の推進

（７）人材育成の為の啓発事業の充実

（８）学校地域支援員の配置
（９）幼保連携推進室の設置
（１０）幼稚園の午後の預かり保育・給食の実施
（１１）地域型就業意識支援事業の実施
（１２）キャリア教育コーディネーターの配置
２　教育委員会の充実
　地域・時代のニーズに対応した教育行政を推進する
　　教育委員会制度の目的と精神を踏まえ、教育行政の充実を図るとともに、地域・時代のニーズに対応した教育行政を推進する。
　①　県教育委員会との連絡・連携を一層密にし、業務運営の効率化を図る｡
　②　時代の要請に対応した開かれた教育行政を推進するため、広報活動等の活性化を図る。
　③　職務遂行能力の向上及び地方分権時代にふさわしい人材の育成をめざし、職員研修の改善・充実
を図る。
  ④　学校支援ボランティアを募り、休業期間中や放課後の補習授業、「総合的な学習の時間」や教科
等における人材活用を支援する。
　⑤　学校支援ボランティア（保護者以外）に対して、ボランティア保険をかけ、活動を支援する。
　⑥　部活動外部コーチに対して、スポーツ指導者保険をかけ、活動を支援する。
  ⑦　特別支援を要する児童生徒の対応のための支援員を配置する。
  ⑧　学校の自己評価・学校関係者評価を実施し、それを教育委員会へ報告提出するとともに保護者・
地域へ向け公表・公開し説明責任を果たす。
《主な事業等》　　
　（１）各種研修の充実・強化
　（２）事務局職員の事務分掌の機能化
　（３）教育委員会制度の運用等検討・改善
　（４）外国語青年招致事業の2人配置（ＡＬＴの各学校への派遣）
  （５）特別支援を要する児童生徒のための支援員の配置
   (６) 各学校に学校評議員を委嘱し学校評価の取組を推進する。
３ 教職員等の労働環境の改善・充実
　　本村教育水準の維持・向上のため、教職員がその能力を発揮し、安心・安定し職務に専念できる
ように健康管理や労働安全管理体制を充実整備していく必要がある。
  　そのため職務の効率化と職場の人間関係の円満な職場づくりを推奨し、メンタルヘルス相談の充実や職員の意識改革を促進する。
 《主な事業等》　　
　（１）労働安全衛生法の整備充実
　（２）職場の事務効率化と事務分掌の機能化
　（３）職場の人間関係の構築と協働態勢の確立
　 学 校 教 育 の 充 実





国際化・情報化への対応





青少年の健全育成
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